
(一財)日本建築総合試験所 試験研究センター 材料部 材料試験室 〒565-0873 吹田市藤白台 5-8-1 

   お問合せ TEL：06-6834-0271(直)  FAX：06-6834-0995(直) https://www.gbrc.or.jp 

わかりやすい試験シリーズ  材Ｄ－09 

 

測定試料にＸ線を照射し、試料から発生する蛍光Ｘ線を検出して構成元素を分析します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蛍光Ｘ線分析試験 

セメント、岩石などを

構成する元素（化学組成）

を知ることができます。 

川砂利の粒を試料の例

とし、試験の流れをご紹

介します。 

試料は、乳鉢などで細かく微粉砕します。測定試料は、粉末をリング

に詰めて加圧成型する方法（加圧成形法）や、融剤を混ぜて溶融したの

ち、冷却してガラス状にする方法（ガラスビード法）で作製します。 

試料（川砂利）を構成す

る元素とその含有量が分

かりました。 

なお、粉末Ｘ線回折試験

を併用すると、結晶の種類

を知ることができます。 

Ｘ線管から試料へＸ線が照射されると、試料の構成元素から蛍光Ｘ線

が放出されます。蛍光Ｘ線の波長は、元素の種類に固有です。  

つまり、放出された蛍光Ｘ線の波長やエネルギーから構成元素の種類

を知ることができます。また、Ｘ線強度から含有量が分析できます。 

 含有量を分析するには、検量線法などが正確ですが、Ｘ線強度から理

論計算する方法（FP 法と呼ばれ、PC ソフトで自動的に算出）が簡便です。 

 

① 分析試料 ② 分析準備 

③ 蛍光Ｘ線の発生、分光、構成元素の分析 ④ 結果の出力 

成分名 
含有量 ％ 

（FP 法） 

Ｎａ２Ｏ ２．８５ 

ＭｇＯ ０．１９ 

Ａｌ２Ｏ３ ７．６１ 

ＳｉＯ２ ８７．９ 

Ｋ２Ｏ ０．２３ 

ＣａＯ ０．１４ 

ＴｉＯ２ ０．１２ 

Ｆｅ２Ｏ３ ０．９４ 
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ガラスビード試料 

 

試料を装置にセット。試料は 

自動的に測定室へ移動します。 

内部に測定室 

があります。 

測定原理の模式図 

 

蛍光Ｘ線 

が放出 

Ｘ線照射 

Ａ元素を検出 

Ｂ元素を検出 

Ｃ元素を検出 

試料 

分光結晶 

Ｘ線管 

検出器 

http://www.gbrc.or.jp/

